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区　分 全棟数 昭和５７年 昭和５６年 昭和５６年 昭和５６年 耐震性が 耐震診断 耐震化率

以降建築 以前建築 以前建築 以前建築 ある棟 実施率 ※２

の棟数 の棟数 の棟で診 の棟で耐 ※１

断済の棟 震性があ

る建物

Ａ Ｂ Ｃ＝Ａ-Ｂ Ｄ Ｅ Ｆ＝Ｂ+Ｅ Ｇ＝Ｄ/Ｃ Ｈ＝Ｆ/Ａ

小学校

校舎 25 5 20 20 6 11 100.0% 44.0%

体育館 11 7 4 4 0 7 100.0% 63.6%

小学校計 36 12 24 24 6 18 100.0% 50.0%

中学校

校舎 13 2 11 11 2 4 100.0% 30.8%

体育館 4 1 3 3 0 1 100.0% 25.0%

中学校計 17 3 14 14 2 5 100.0% 29.4%

小中学校計 53 15 38 38 8 23 100.0% 43.4%

※１　耐震診断実施率

　昭和５６年以前の建物のうち、現行耐震基準による診断（耐震優先度調査を含む）を実施した棟数の
割合。

※２　耐震化率

　昭和５７年以降の現行基準で建てられた建物（Ｂ）と、昭和５６年以前の建物の中で補強済み或いは
補強する必要がないと診断された建物（Ｅ）とを合わせた棟数の全棟数に占める割合。

※３　耐震基準

　昭和５６年以前に建築された建物は、旧耐震基準で設計されているので、現在の基準（昭和５７年以
降）による耐震性を正確に把握するため耐震診断が必要。
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